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資料 1. 調査団氏名 

本調査団の構成メンバーは以下の通りである。 

 
調査団の氏名、所属、担当（基本設計調査） 

1. 総括：渡辺 正幸 
Masayuki WATANABE, Team Leader 
JICA国際協力総合研修所国際協力専門員 
Development Specialist, Institute for International Cooperation, JICA 

2. 技術参与：松岡 樹 
Tatsuru MATSUOKA, Technical Adviser 
富山県農林水産部耕地課 
Cultivate Division, Agriculture, Forestry and Fisheries Department, TOYAMA 
Prefectures Government 

3. 計画管理：山目 克己 
Katsumi YAMANOME, Coordinator, 
JICA無償資金協力調査部業務第４課 
Forth Project Study Division, Grant Aid Project Study Department, JICA 

4. 業務主任／運営維持管理管理計画：川上 俊器 
Toshiki KAWAKAMI, Chief consultant / Management, Operation and Maintenance
Planner 
株式会社建設技研インターナショナル 
CTI Engineering International Co., Ltd. 

5. 河川・砂防施設設計計画 I：古田口 正志 
Masashi FURUTAGUCHI, River and Sabo Structures Planning and Design
Engineer I 
株式会社建設技研インターナショナル 
CTI Engineering International Co., Ltd. 

6. 河川・砂防施設設計計画 II／自然条件調査：豊田 憲二 
Kenji TOYOTA, River and Sabo Structures Planning and Design Engineer II /
Natural Condition Surveyor 
株式会社建設技研インターナショナル 
CTI Engineering International Co., Ltd. 

7. 地質調査：西柳 良平 
Yoshihira NISHIYANAGI, Geological Surveyor 
株式会社建設技研インターナショナル 
CTI Engineering International Co., Ltd. 

8. 積算／調達計画：浜崎 竜英 
Tatsuhide HAMASAKI, Cost Estimator / Procurement Planner 
株式会社建設技研インターナショナル 
CTI Engineering International Co., Ltd. 

 

 



調査団の氏名、所属、担当（基本設計調査概要説明） 

1. 総括：渡辺 正幸 
Masayuki WATANABE, Team Leader 
JICA国際協力総合研修所国際協力専門員 
Development Specialist, Institute for International Cooperation, JICA 

2. 計画管理：木下 佳信 
Yoshinobu KINOSHITA, Coordinator 
JICA筑波国際センター業務第ニ課 
Second Management Division, Tukuba International Center, JICA 

3. 業務主任／運営維持管理管理計画：川上 俊器 
Toshiki KAWAKAMI, Chief consultant / Management, Operation and Maintenance
Planner 
株式会社建設技研インターナショナル 
CTI Engineering International Co., Ltd. 

4. 河川・砂防施設設計計画 I：古田口 正志 
Masashi FURUTAGUCHI, River and Sabo Structures Planning and Design
Engineer I 
株式会社建設技研インターナショナル 
CTI Engineering International Co., Ltd. 

 



資料 2. 調査日程 

現地調査は以下の日程で行われた。 

 
調査日程（基本設計調査） 

日数 年月日 行程 宿泊地 主要行動実績及び検討事項 

1 平成 12 年 

3 月 9 日(木) 

東京～マニラ マニラ 移動、JICA フィリピン事務所表敬、団内打合せ 

2 3月10日(金)  〃 国家灌漑庁（NIA）表敬訪問、NIA にてインセプショ

ンレポートの説明・協議、団内打合せ 

3 3月11日(土)  〃 団内打合せ（サイト調査） 

4 3月12日(日)  〃 収集資料の整理（再委託業務実施業者の選定） 

5 3月13日(月)  〃 NIA 第三地方局表敬・会議、サイト調査、環境天然資

源省（DENR）表敬・情報収集、団内打合せ 

6 3月14日(火)  〃 NIA にてミニッツ協議（現地再委託業務の交渉） 

7 3月15日(水)  〃 ミニッツ署名、国家経済開発局（NEDA）表敬・意見

交換、JICA フィリピン事務所へ報告 

8 3月16日(木) (マニラ～東京) 〃 大使館表敬・調査の報告、官団員帰国、コンサルタ

ント団員調査継続 

9 3月17日(金)  〃 NIA 内に事務所設営・準備、再委託業務の打合せ（地

質調査）、豊田団員チームに合流 

10 3月18日(土)  〃 サイト調査、再委託業務の打合せ（測量） 

11 3月19日(日)  〃 資料整理 

12 3月20日(月)  〃 サイト調査、地質・地盤調査計画の策定 

13 3月21日(火)  〃 サイト調査、測量業計画策定、浜崎団員チームに合流

14 3月22日(水)  〃 サイト調査、水叩き部の水の除去計画 

15 3月23日(木)  〃 サイト調査、ボーリング及びレーダー調査の準備計画

16 3月24日(金)  〃 サイト調査、ボーリング調査の指導監督 

17 3月25日(土)  〃 アンガット川河道調査 

18 3月26日(日)  〃 収集資料の整理 

19 3月27日(月)  〃 サイト調査、国家電力公社（NPC）にて資料収集 

20 3月28日(火)  〃 サイト調査、河床材料調査 

21 3月29日(水)  〃 サイト調査、構造物破損状態の調査 

22 3月30日(木)  〃 サイト調査、上下流河道の現地踏査 

23 3月31日(金)  〃 サイト調査、地下レーダー調査の指導監督 

24 4 月 1 日(土)  〃 サイト調査、地下レーダー調査の指導監督 

25 4 月 2 日(日)  〃 収集資料の整理 

26 4 月 3 日(月)  〃 サイト調査、現場密度試験の指導監督 

27 4 月 4 日(火)  〃 サイト調査、現場密度試験の指導監督 

 



 

日数 年月日 行程 宿泊地 主要行動実績及び検討事項 

28 4 月 5 日(水)  マニラ サイト調査、地下レーダー調査の指導監督 

29 4 月 6 日(木)  〃 サイト調査、地下レーダー調査の指導監督 

30 4 月 7 日(金)  〃 サイト調査、現場密度試験の指導監督 

31 4 月 8 日(土)  〃 資料整理、概要書作成 

32 4 月 9 日(日)  〃 資料の取りまとめ 

33 4月10日(月)  〃 第三地方局にて打合せ、情報収集 

34 4月11日(火)  〃 アンガットダムとイポダムにて資料収集 

35 4月12日(水)  〃 資料整理、概要書作成 

36 4月13日(木)  〃 資料整理、概要書作成 

37 4月14日(金)  〃 資料整理、概要書作成 

38 4月15日(土)  〃 資料整理、概要書作成 

39 4月16日(日)  〃 資料整理、概要書作成 

40 4月17日(月)  〃 NIA 本部との協議、概要書作成 

41 4月18日(火)  〃 帰国準備、JICA フィリピン事務所報告 

42 4月19日(水) マニラ～東京 〃 帰国 

 

 

調査日程（基本設計調査概要説明） 

日数 年月日 行程 宿泊地 主要行動実績及び検討事項 

 平成 12 年 

8月18日(金) 

  団長：香港よりマニラ入り 

1 8月21日(月) 東京～マニラ マニラ 移動、JICA フィリピン事務所表敬、団内打合せ 

2 8月22日(火)  〃 NEDA および NIA への表敬訪問、団内打合せ 

3 8月23日(水)  〃 NIA との打合せ、団内打合せ 

4 8月24日(木)  〃 基本設計概要書の内容説明・協議 

5 8月25日(金)  〃 ミニッツ署名、JICA 事務所へ報告、NIA 担当者と現

地視察（コンサルタント） 

6 8月26日(土) (マニラ～東京) 〃 官側団員帰国、コンサルタント団員団内打合せ 

7 8月27日(日)  〃 コンサルタント団員団内打合せ、追加資料収集 

8 8月28日(月)  〃 コンサルタント団員 NIA との打合せ、午後大使館表

敬・報告 

9 8月29日(火) マニラ～東京 〃 帰国 

 



資料 3. 面会者リスト 

 
面会者リスト（基本設計調査） 

No. Office Name Designation 
(1) NIA（本庁） Manuel Antonio S. Arevalo 

Orlando C.Hondrade 
Antonio A.Galves 
Edilberto B.Punzal 
Edilberto B.Payawal 
Isidro R.Digal 
Romeo E.Carbonell 
Abelardo Anmentia 
Rodolfo D.Gales 
Lolita Luz 
Zenaida Sirios 
Enrique Sabio 

Administrator 
Deputy Administrator 
Assistant Administrator,PDI 
Department Manager, PDD 
Department Manager, SMD 
AA for SOME 
Department Manager,PDI 
Division Manager,PDD 
Division Manager,DSD 
Supervising Engineer,SMD 
C.O. 
Principal Engineer, DSD 
Division Manager, IDD 

(2) NIA第三地方局 Mabuel Collado 
Oscar Mercado 
Leonardo S.Gonzales 

Regional Irrigation Manager 
Division Manager 
Division Manager 

(3) Department of 
Agriculture 

Cecilia Q.Astilla Officer in Charge Director 
Project Development Services 

(4) DENR(本庁) Romeo de Ocampo 
 
Roberto Aguda 

Chief Watershed, Forest 
Management Bureau (WFMB) 
Engineer III of WFMB 

(5) DENR第三地方局 Vicente Cabrera 
Wilfredo Saraos 
Lormelyn Claudio 
Dominice Balerite 

Asst. Exec. Regional Director 
Asst. Exec. Regional Director 
Regional Director, EMB 
Chief, EQD, EMB 

(6) NEDA（本庁） Cristina Tantriyo 
Cristina Santiago 
Lawrence Nelson Guevana 
Rufino Guinto 

PIS, NEDA 
PIS NEDA 
PIS NEDA 

(7) 日本大使館 Toru OKUDA 一等書記官 
(8) JICAフィリピン
事務所 

小野 英男 
飯田 鉄二 

所長 
業務班 

(9) JICA日本人専門
家 

竹内 兼蔵 
細山田 真 

NIA所属 
NIA所属 

 

 



面会者リスト（基本設計調査概要説明） 

No. Office Name Designation 
(1) NIA（本庁） Manuel Antonio S. Arevalo 

Orlando C.Hondrade 
Antonio A.Galves 
Edilberto B.Punzal 
Edilberto B.Payawal 
Isidro R.Digal 
Romeo E.Carbonell 
Abelardo Anmentia 
Lolita Luz 
Enrique Sabio 

Administrator 
Deputy Administrator 
Assistant Administrator,PDI 
Department Manager, PDD 
Department Manager, SMD 
AA for SOME 
Department Manager,PDI 
Division Manager,PDD 
Supervising Engineer,SMD 
C.O. 
Division Manager, IDD 

(2) NIA第三地方局 Mabuel Collado 
Oscar Mercado 
Leonardo S.Gonzales 

Regional Irrigation Manager 
Division Manager 
Division Manager 

(3) Department of 
Agriculture 

Cecilia Q.Astilla Officer in Charge Director 
Project Development Services 

(4) DENR(本庁) Romeo de Ocampo 
 
Roberto Aguda 

Chief Watershed, Forest 
Management Bureau (WFMB) 
Engineer III of WFMB 

(5) NEDA（本庁） Cristina Tantriyo 
Lawrence Nelson Guevana 
Rufino Guinto 
R.Noriel B.Sicad 

PIS, NEDA 
PIS NEDA 
Infrastructure Staff 
Project Monitoring Staff 

(6) 日本大使館 植野 栄治 一等書記官 
(7) JICAフィリピン
事務所 

小野 英男 
飯田 鉄二 

所長 
業務班 

(8) JICA日本人専門
家 

竹内 兼蔵 
吉岡 敏幸 

NIA所属 
NIA所属 

 

 

 



資料 4. 当該国の社会・経済事情 
 

フィリピン共和国 国名 
 Republic of the Philippines 

 
一般指標  
政体 立憲共和制 ＊1 首都 マニラ（Manila） ＊2 

主要都市名 ダバオ、セブ、サンボアンガ ＊3 元首 
 

大統領／ジョセフ・エストラーダ 
 ＊1,3 

雇用総数 30,881千人（1997年） ＊6 
独立年月日 1946年 7月 14日（独立記念日は 6月 12日） ＊3,4 義務教育年数 6年間（1997年） ＊13 
主要民族／部族 マレイ系、中国人、スペイン系 ＊1,3 初等教育就学率 116.0 %（1996年） ＊6 
主要言語 タガログ語を基本とするフィリピン語、英語 ＊1,3 中等教育就学率 77.0 %（1996年） ＊6 
宗教 カトリック 83 %、その他のキリスト教 10 % ＊1,3 成人非識字率 5.4 %（1995年） ＊13 
国連加盟年 1945年 10月 24日 ＊12 人口密度 241.13 km2（1997年） ＊6 
世銀加盟年 1945年 12月 ＊7 人口増加率 2.5 %（1980年） ＊6 
IMF加盟年 1945年 9月 ＊7 平均寿命 平均 68.30 男 66.50 女 70.20 ＊6 
国土面積 299.40千 km2 ＊6 5歳児未満死亡率 41/1000（1997年） ＊6 
総人口 73,527千人（1997年） ＊6 カロリー供給量 2,356.0 cal/日/人（1996年） ＊10 

 
経済指標  
通貨単位 ペソ（Peso） ＊3 貿易量 （1997年）  
為替レート 1 US$ = 40.85 （2000年 3月） ＊8 商品輸出 25,228.0百万ドル ＊15 
会計年度 Dec. 31 ＊6 商品輸入 -36,355.0百万ドル ＊15 
国家予算  （1997年）  輸入カバー率 2.0（月）（1997年） ＊14 

歳入総額  470,105百万ペソ ＊9 主要輸出品目 電子・電気機器、輸送用機器等 ＊1 
歳出総額  467,319百万ペソ ＊9 主要輸入品目 通信・電気機器、電子部品、発電用重電機 ＊1 

総合収支  -3,094.00百万ドル （1997年） ＊15 日本への輸出  4,411.0百万ドル（1997年） ＊16 
ODA受取額  688.60百万ドル （1997年） ＊18 日本からの輸入  7,232.0百万ドル（1997年） ＊16 
国内総生産(GDP)  82,157.29百万ドル （1997年） ＊6    
一人当たり GNP  1,200.0ドル （1997年） ＊6 粗外貨準備額  7,266.3百万ドル（1997年） ＊6 
GDP産業別構成 農業 18.7 % （1997年） ＊6 対外債務残高  0.0百万ドル（1997年） ＊6 
 鉱工業 32.2 % （1997年） ＊6 対外債務返済率  9.2 %（1997年） ＊6 
 サービス業 49.2 % （1997年） ＊6 
産業別雇用 農業  男 44.0 % 女 26.0 % （1990年） ＊6 

インフレ率 
消費者価格物価上昇率

 8.9 %（1990-97年） 
 ＊6 

 鉱工業  17.7 %   11.7 % （1990年） ＊6    
 サービス業30.8 %         53.9 %（1990年） ＊6 
実質 GDP成長率  3.3 % （1990年） ＊6 

国家開発計画 
 

中期経済開発計画（1999～2004年） 
 ＊11 

 
気象 （1961年～1990年平均） 観測地：マニラ（北緯 14度 31分、東経 121度 00分、標高 15 m） ＊4,5 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均/計  
降水量 14.6 3.8 5.2 10.2 113.3 257.1 306.3 377.1 300.9 223.3 109.4 48.1 1,769 mm  
平均気温 25.5 26.0 27.5 29.0 29.4 28.4 27.7 27.3 27.7 27.2 26.9 25.9 27.4 ℃  

 
＊1 各国概況（外務省） ＊9 Government Finances Statistics Yearbook 1997（IMF） 
＊2 世界の国々一覧表（外務省） ＊10 Human Development Report 1998（UNDP） 
＊3 世界年間 1998（共同通信社） ＊11 JCIF, JICA報告書、開発途上国国別経済協力シリーズ 
＊4 最新世界各国要覧 9訂版（東京書籍） ＊12 United Nations Member States 
＊5 理科年表 1998（国立天文台編） ＊13 UNESCO文化統計年鑑 1997 
＊6 World Development Indicators 1998 ＊14 Global Development Finance 1998（WB） 
＊7 The World Bank Public Information Center, ＊15 International Finances Statistics 1998（IMF） 

International Financial Statistics Yearbook 1998 ＊16 世界各国経済情報ファイル 1998（日本貿易振興会） 

＊8 Universal Currency Converter 
 

注：商品輸入については複式簿記の計上方式を採用しているため支払い額はマイナス

標記になる 

 

 



 
フィリピン共和国 国名 

 Republic of the Philippines 

 
我が国における ODA の実績 （資金協力は約束額ベース、単位：億円） *17 

暦年 

項目 
1994 1995 1996 1997 

 

技術協力 79.59 74.63 78.51 75.82  

無償資金協力 115.44 103.23 107.31 105.43  

有償資金協力 1,242.38 1,485.44 1,242.80 0.00  

総額 1,437.41 1,663.30 1,428.62 181.25  

 
当該国に対する我が国 ODA の実績 （支出純額、単位：百万ドル） *17 

暦年 

項目 
1994 1995 1996 1997 

 

技術協力 110.41 114.43 94.34 89.25  

無償資金協力 138.41 121.08 91.14 68.21  

有償資金協力 342.78 180.62 228.96 161.51  

総額 591.60 416.13 414.45 318.98  

 
OECD 諸国の経済協力実績 （支出純額、単位：百万ドル） *18 

 

贈与（１） 

（無償資金協力・ 

技術協力） 

有償資金協力 

（２） 

政府開発援助 

（ODA） 

（１）＋（２）＝（３）

その他政府資金 

及び民間資金（４） 

経済協力総額 

（３）＋（４） 
 

二国間援助 

(主要供与国） 
380.70 186.60 567.30 4,806.30 5,373.60  

1.  Japan 157.50 161.50 319.00 1,157.20 1,476.20  
2.  Germany 33.90 22.70 56.60 231.20 287.80  
3.  Australia 42.90 0.00 42.90 22.20 65.10  
4.  Spain 6.30 16.40 22.70 81.10 103.80  
多国間援助 

（主要援助機関） 
62.00 60.20 122.20 39.20 161.40  

1.  AsDB   49.00 151.70 200.70  
2.  CEC   34.50 -0.30 34.20  

その他  -0.90 -0.90 0.00 -0.90  

合計 442.70 245.90 688.60 4,845.50 5,534.10  

 
援助受入窓口機関 *19 

技術協力：国家経済開発庁（NEDA）  

無償  ：国家経済開発庁（NEDA）  

協力隊 ：Philippine National Volunteer Service Coordination Agency (PNVSCA)  

  

*17  我が国の政府開発援助 1998（国際渠力推進協会）  

*18 Geographical Distribution of Financial Flows to Aid Recipients 1998 (OECD)  

*19 JICA 企画部地域課  

 

 

 

 



資料 5 添付資料 

 

5.1 ミニッツ（基本設計調査） 

5.2 ミニッツ（基本設計概要説明調査） 

5.3 資料収集リスト 

5.4 ボーリング柱状図 

5.5 地下レーダー調査解析結果 

5.6 水叩き底面地盤密度試験結果 

5.7 ゲート操作規則（案） 

5.8 情報伝達システムの提案 

5.9 ゲート操作ルールの提案 

 























































































































資料 5.7 ゲート操作規則（案） 

 
                                                                         
洪水吐ゲート操作規則(案) 
                                         

目  次 
 
第１章  一般                             
第１節   適用  
第２節  目的  
第３節  義務   
第４節  組織  

第２章  定義  
第５節  洪水期   
第６節  出動区分  
第７節  洪水  
第８節  範囲  

第 3章   準備   
第９節  巡視および監視  
第 10節  警報  
第 11節  貯水位  

第 4章  ラバーゲート  
第 12節  通常操作  
第 13節  調整操作  

第 5章  土砂吐ゲート  
第 14節  土砂吐ゲート操作  

第 6章  ゲート操作  
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第 1章     一般 
 

(適用) 
第１節      洪水吐ゲート操作規則（以下規則と言う）は、アンガット川灌漑用調整

ダムの洪水吐ゲートの操作（以下操作と言う）に適用する。 
 

(目的) 
第２節 規則は、貯水池からの放流を円滑に行い、貯水池周辺や下流部への人工

洪水の発生を防止するために、定めるものである。 
 

(義務) 
第３節      操作に従事する者は、以下に定める義務を果たさなければならない。 
 

(1) 州灌漑事務所長（以下所長と言う）は、操作を実施し、また、操作に係
わるすべての行為を監督しなければならない。 

(2) 所長は、規則の定めるところに従って、操作に関する必要な決定を行わ
なければならない。 

(3) 所長は、規則の定めるところに従って、操作を実施しなければならない。 
(4) 地区灌漑局長（以下局長と言う）は、所長の実施する操作に関して、こ
れを監督すると共に、同局の組織全体で、これを支援するものとする。 

 
(組織) 
第４節      操作のための組織を、支援体制も含めて Fig. 1に定める。 

 
第２章     定義 

 
(洪水期) 
第５節      洪水期は 5月から 10月とし、所長は洪水期の前に、第 18節の定めると

ころに従って、演習を実施しなければならない。 
 

(出動区分) 
第６節      出動区分は Table 1に規定する。局長は所長に対して、出動区分を通知

する。 
 

(洪水) 
第７節      貯水池水位が次の状態のいずれかに達した時を洪水と言う。  

水位上昇が 1時間に 20 cmを超えたとき 
水位が El.17.65 mを超えたとき 
出動区分が Operation Iになったとき 

 
(範囲) 
第８節      規則の適用範囲はダムの下流は 5.2 km、上流は 2.0 kmとする。  

 
第３章     準備 

 
(巡視および監視) 
第９節      操作員は、操作に先立って、維持管理マニュアルの定めるところに従っ

 



て、ダム上下流を巡視および監視して、操作の安全性を確認しなければ

ならない。 
 
(警報) 
第１０節     操作員は、ゲート放流に先立って、操作の障害となる者に対して、警

報施設のすべての手段を講じて、警報を発しなければならない。 
 
(貯水位)  
第１１節     操作員は貯水位を下記の頻度で読み取り、記録しなけならない。 
 

貯水位の読み 頻  度 備  考 
平常時 毎正時  
洪水時 ５分毎  

 
第４章    ラバーゲート 

（通常操作） 
第１２節    ラバーゲートは、通常操作においては、2,600ｍｍAqの空気圧をもって

起立させるか、あるいは、空気圧を完全に抜いて倒伏させるものとす

る。 
 

(調整操作) 
第１３節     ラバーゲートは、必要に応じ、空気圧計とゲートの挙動を注視しなが

ら、通常操作時より低い圧力で調整操作することができる。この場合、

空気圧計が振動を示すか、あるいは、ゲートに V ノッチが発生した時
は、直ちに、通常操作に戻らなければならない。ただし、調整操作に

おける空気圧は 2,200ｍｍAqを下回ってはならない。  
 

第５章     土砂吐ゲート 
 
(土砂吐ゲート操作) 
第１４節     土砂吐ゲートは、貯水池の堆砂排除と貯水位調整、および洪水放流の

ために操作する。 
 

第６章     ゲート操作 
 
(水位上昇時の操作) 
第１５節     水位上昇時の操作は、Fig. 2 、3および Table 2に定める方法にて、

実施するものとする。 
 

(水位下降時の操作) 
第節  16     水位下降時の操作は、Fig. 4に定める方法にて、実施するものとする。 

 
第７章     連絡体制 

 
(連絡体制) 
第１７節     地区局、州事務所、操作室、および操作員間の相互の連絡を、継続し

て実施するものとする。連絡体制は Fig. 5に示すものとする。 

 



 
第８章     演習 

 
(演習) 
第１８節     洪水期に先立って、所長は、操作の演習を実施しなければならない。

演習は、規則に定められた操作の手順と操作に関する施設の動作につ

いて実施するものとする。 
 

 

















資料 5.8 情報伝達システムの提案 
 
アンガット川灌漑用調整ダム（以下、調整ダムとする）のゲート操作にあたっては、次の

情報が不可欠である。 
 
１）アンガット NPCダムの放流量 
２）ノルサガライ水位計読み情報 
３）調整ダム貯水位 
 
これらの情報のうち、調整ダム貯水位は毎正時の情報が、NPCによって設置・管理されて
いる水位計読みを垣間見る形で入手しているのが現状である。そのほかの情報は入手され

ていない。 
 
このため、次の事項を提案する。 
 
１）調整ダム管理を全国洪水予警報システムに編入する。 
２）水位計をアンガット橋付近に設置して、ノルサガライ水位、アンガットNPCダム放流
量と共にテレメタリー化し、調整ダム管理所にデータを送信する。 
３）調整ダム貯水水位計をリアルタイムで表示するよう改造あるいは新設する。 
４）地方事務所－左岸管理所－右岸管理所、左岸管理所－アンガット NPCダム管理所間の
情報伝達システムの確立を図る。 

 
これらの提案のうち、今回無償案件には、４）の情報伝達システムの確立を取り込むこと

する。ただし、１）の予警報システムへの編入は早急に実現して、NPCより洪水時におけ
るアンガット NPC ダムの放流量及びノルサガライ河川水位の情報伝達システムを通じて、
情報提供を受ける態勢を確立する必要がある。 
 
管理体制に関する提言 
 
施設管理のため、管理点検マニュアル、組織、情報・命令伝達網の確立が望まれる。施設

管理は次に示す観点から実施するものとする。 
 
１）貯水池管理：侵入者、浮遊物、土砂堆積、障害物 
２）施設管理：障害物、破損、機器異常 
３）河川管理：侵入者 



資料 5.9 ゲート操作に関する提言 

 
ゲート操作上の課題は次のとおりである。 
 
１）平常時における水位維持 
２）出水時におけるスムーズな洪水放流 
３）出水時における上流側の人口洪水の防止 
４）河床洗掘を最小限に抑える。 
 
以上の課題に対応するための提言を以下に示す。 
 
１） 平常時におけるゲート操作 
ゲート操作は行わず、ラバーゲートからの自然越流に任せる。この場合、水位が EL.18.0
ｍの全幅自然越流状態で 240ｍ3/s程度の流下能力となる。おれは平常時においては十分
な能力である。 
 
２） 出水時におけるゲート操作の流れ 
① ラバーゲートの脱気減圧し（2,600�2,500�2,400mmAq、適切な減圧値が確立するま
では最低空気圧は、Vノッチあるいは圧力振動が起きない範囲で 2,400mmAqとする）。
但し、ゲートを振動し始めた場合（ゲート空気圧計の指示針の振動）、その時点で脱気

操作を中止し、振動が止まるまで 1 段階ずつ加圧して空気圧を戻す。ゲートの脱気は
ゲート（＃３）�＃４�＃２�＃５�＃１�＃６の順で行う。 
10%の減圧で 3%程度ゲート高さが降下するため、水位 18.0ｍかつラバーゲート全門
10%減圧状態で自然越流すると、その流下能力は 300ｍ3/s程度である。 
② なお水位が上昇する場合は、左岸土砂吐ゲート 2 門を交互に開度 0.5ｍ毎、3.0ｍまで
開け、さらに水位増加する場合は全開する。水位 18.0mでの流下能力は 170ｍ3/s程度
のため、①と合わせると 470ｍ3/s程度の流下能力となる。 
③ さらに水位が上昇する場合は、右岸土砂吐ゲートを開度 0.5m毎に全開まで開ける。こ
の場合、水位 18.0mでの流下能力が 120ｍ3/s程度となり、左右岸土砂吐ゲートの流下
能力は合計 290ｍ3/s程度となり、①と合わせると 590ｍ3/s程度の流下能力となる。 
④ さらに水位が上昇する場合は、ラバーゲートを 1 門ずつ全開（全倒）する。全門全倒
状態では、4,100ｍ3/s程度となり、全土砂吐ゲート流下能力と合わせて、合計 4,400ｍ
3/s程度の流下能力となる。これは、ラバーゲートの設計流量 3,300ｍ3/s以内である。 
⑤ 水位が低下し始めたら、ラバーゲートを 1 門ずつ、ゲート（＃３）�＃４�＃２�＃
５�＃１�＃６の順で全閉（全立）する。 
⑥ さらに水位が低下し続けるようであれば、土砂吐ゲートを左岸ゲート 2 門交互に、さ
らに右岸ゲートを全閉する。 

 
但し、ラバーゲートの脱気減圧については、専門家の指導の下で、Ｖノッチの起こらない

空気圧－水位関係の実機実験を行い、適切な操作方法を確立するものとする。そのような

操作方法が確立するまでは、脱気減圧は 10%程度（2,400ｍｍAq）に止めておくことが望ま
しい。 
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